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チ ヨツト*ひ とこと

公
務
員

の
自
然
保
護
責
任

最近公共事業の見直 し討議が相次いで行われました。そこで

元開発担当公務員 として一言。

無駄な公共事業が多いのは、利権政治家一権力指向役人一悪

徳建設業界の トライアングル構造 が根源だと指摘 されました。

事業量を確保 しようと現地に"玉 出 し"と 言う働きかけを行 う

役所、地元自治体 も役所 との付き合い上それを断われず"地 元要請"と なって無過失

の自然破壊につなが ります。この構造そのものを壊そ うとするのは大変ですが、それ

ぞれの関係をチェックするシステムと運動が必要だと指摘 されました。時のアセスや

民のアセスはこの構造 を断ち切るシステムとして期待 されます。運動と言うの も幅広

く捉えて、役所 には役所内の更正運動があ り、首長には首長のあるべき姿勢への運動

があ ります。市民には政治家を選ぶ選挙 という運動 もあるで しょう。

下川町では、サンルダムに替わる地域に有効な事業を、市民と開発局 とで協議 して

いるそうです。これは トライアングル構造を破る市民 と役所の運動であ り、「川は国民のもの」

を実現する民度の高い運動と評価されます。インフラ整備の枠内という制限はあるものの、開

発局の役人の意識改革も進んだものだと思います。しかしこうした動 きはまだ極一部であって、

千歳川放水路の代替案で依然 として巨大バ イパスにこだわっているのは、権力誇示の壁がまだ

高い事を示 しています。

士幌高原道路では、国立公園特別地域に自動車道路 を計画する道庁の責任が問われています。

ナキウサギ裁判の中で道は 「生物多様性条約は国が義務 を負うので地方 自治体は適用されない」

と勝手な解釈で、計画は違法ではないと主張 しています。条約で言 うnationは 、国

全体を指 していて中央政府だけを意味するものではあ りません。農水省では国営草地

開発事業で草地管理指標を定めていますが、このなかで生物多様性条約を解説 し、こ

の理念に基づ く環境基本法以下地方自治体の自然保護条例まで遵守 して管理計画を立

てることを明記 しています。このように自然環境の改変に関係する各部署に至るまで

「国」に含 まれるのです。道建設部にも生物多様性条約遵守期待可能性があることは

明白です。環境基本法には義務がない とか、自然保護については不知 といって責任逃

れをすることは許されないのです。これが国民の信託を受けて、公共事業を行う公務

員の責務だと思います。(理 事 ・札幌市在住)
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イ ン タ ビ ュ ー

佐 藤 健 二 さんに聞 く
1}1各1歴:布支 磐}町 長 、/1、季尊4{才'し,、1996舞 こよ り王見蠕哉,,65才,,

《1億3310万 円 とい う安 くない買 い物 で した

が最終決断 はなん だったの です か》

6億 ち ょっと しか税収の ない 町に とっては

大 変な買い物です。 購 入 した山林 は355haで

北 見幌別川支流の ケモナマ イ川に隣接 する地

区です。聞い てみる とそ こはオ ジロワシやオ

オワシなどの渡 りの中継 地 と して重要 な場所

で した。 また付 近 に3つ のふ化場があ り、漁

業が基幹 産業 の枝幸町 にとっては まさに生死

にかかわる場 所 だったのです。

幸 い国の補助が受 けられ る対象事業 になる

ことが分か り、 自然保護の関係者 や漁業 関係

者の強力 な後押 しもあって決 断 しま した。長

い 目で見れ ばけ して高 い買い物 では ない と思

い ます。

《買 い取 った山林 は今 年の冬に調査 されるそ

うですが、その後 はどの よ うに していきたい

とお考 えです か》

町民の憩 いの場 として解放 し、 自然 を学 ぶ

場 にも したい。特 に子供 た ちには、町民 の皆

さんの力 を借 りなが らこの山林 を使って、学

校教育 とは別に 自然教育 ・公共教育 を学ばせ、

豊か な感性 を育 んでい きたい。将来的 には枝

幸 町ばか りでな く道内や 日本 各地か らもた く

さんの人が訪 れて ほ しい ものです 。

買い取 った山林 は行政 ばか りではな く、町

民 と共に育て る自然 に したい。そ う した動 き

が、他の 自治体 に も広が っていってほ しい と

思い ます。

《今の 日本 の森林破壊 、 自然破 壊の現状 につ

いて どう思 われ ます か》

自然 をもっ と大

切 にすべ きです 。

例 えば魚の住む川

をわ ざわ ざコンク

リー トで固めて住

め な くしてい る。枝幸町の前浜で も昔 は ウニ

が た くさん採 れたのですが 、今 は磯焼 けで ま

るで採 れ ませ ん。

自然 を保護 し、開発行為 を規制で きる法律

・は、特 に民有地については、ほ とん どあ りま

せん。 また、資源 をもっ と有効利用す るこ と

も考 えるべ きです。

それ には国が もっと リーダーシ ップ を発揮

すべ きです。町村単位で はな くもっ と大 きな

視点 で 自然 を考 え、調査研究 を し、法の整備

も行 うべ きだ と思 い ます 。

《自然保護 に対 するNGOと 行政 の役割 は》

NGOば か りが先 走って も駄 目だ し、行政

ばか りが掛 け声 をかけて もうま くい かない。

行政 とNGOが 共 にや ってい くとい う姿勢 が

大切です。

《最後 に北海道 自然保護 協会 について何 か》

NGOの 運動 に も限界がある と思 う、その

辺 を見極 める ことも大切 だ と思 う。

政治 を目覚め させる、行政や住民 をその気

にさせ るような運動 をす ることが求 め られる

ので はないで しょうか。

《本 日はお忙 しいところあ りがと うご ざい ま

した。 インタビュア ーは理事の大館 和広で し

た。イ ンタ ビューは9月3日 枝幸町 長室で行

いま した》

一3一



記 事

自然の力を活用 した水質改善の取 り組み

道立中央農業試験場 山 田 雅 彦

1.取 っ掛 か り

栗山町南角川において、 ヒ流からの ヒ砂流人や

周辺農地か らの1肥料分などで水質が悪化している

川(排 水路)が あります。川の水は ド流で水田の

用水 として利用しています。この水質が川水の基

準を満たしていませんでした。また、川自体もちょっ

とまとまった雨が降るとすぐあふれていました。

そこで、道営水質保全事業が適用され、川の改修

とともに、水質改善の施設が設置されました。

2.地 域 の 関 わ り

水 質 改 善 施 設 と して 、植 物 や 礫 ・レ ンガ を川 い

た ゾ ー ンが 設 定 され ま した 。

これ らの 浄 化 施 設 に関 す る参 考 事例 は北 海道 に

は ほ とん ど無 く、 よ って 、そ の ノ∫法 が 問 題 に な り

ま した 。 そ こで 、 自然 環 境 に意 識 の あ る 地域 の 人

た ち も参 画 す る こ と に な りま した 。様 々 な 意 見 が

出 され 、設 註 に反 映 され ま した。

3.小 学校の関 わ り

近い将来、現在の教育カリキュラムの中に、総

合的学習 という 「社会」や 「理科」などいろんな

教科を体験的学習の中で学んでいこうという仕紐

みが取 り入れられます。

浄化施没が設置された地域の小学校(継 、Z小学:

校)に おいて、総合的学習の ・環として水質環境

についてのカリキュラムが組 まれました。

4.環 境 体 験 学 習

6月 の始 め に 、 田 植 を行 い ま した 。 これ は 、 農

業 体 験 的 な位 置づ け と と もに 、 イ ネ に よ る水 質改

論 と い うの が 、最 大 の 目的 です 。

711か ら2回 ほ ど水 質 に 閃す る学 習 をイfいま した,,

水 の に ご り具 合 を 見 る 透 明 度 の 実 験 や 、 簡 単 に水

質 を測 れ るパ ッ クテ ス トを 行 い ま した(CODの

学 習)。 ∫・供 た ちの 質 問 が 鋭 くて 、 「飲 料 水 の 基 準

は い く らか?」 に 皆 グ ッ とお の の い て しま い ま し

た 。

5.こ れ か ら の こ と

まだ 、取 り組 み は 始 ま った ば か りです 。今後 は 、

様 々な 試 み が 取 り入 れ られ る と 考 え られ ます 。 地

域 の ア イデ ィア や 使 わ れ る資 材 、 そ してf供 た ち

の学 習 に で す 。 この 浄 化 ゾ ー ン も変 わ っ て い くで

しょ う。 い ろ い ろ な生 物 が 棲 み だ し、 植 物 も変 化

し、多 様 な 生 物 空 間 に な る か も しれ ませ ん 。 そ し

て 、 も っ と も望 まれ る こ とは 、 地域 の 意 識 も良 い

方 向 に変 わ る こ とで す 。

透 明 度 の 実 験

礫 ・レンカ浄化 ソーン 植生浄化 ソー ン2(流 路を長 く設定)植 生 浄化ソー ン1(イ ネ ・ヨシ ・無植 栽)

<ト ・水の流れ

水質浄化ゾーン概略図
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記 、 事

時の アセス と士 幌高 原道路

西村副知事が 「自然保護団体の主張には反論できない」 と明言

当協会長 俵 浩 三

北海道が始めた 「時のアセス」では、第1

次の6対 象事業のうち、すでに4事 業が中止

または凍結 とな り、残 りは 「松倉 ダム」 と

「士幌高原道路」だけとな りま した。 なかで

も士幌高原道路の行方が最大の焦点となって

います。いま士幌高原道路関連では 「住民意

向調査」 と 「建設の費用対効果」の調査が、

道庁によって行われています。このふたつの

調査 については、11月 ころに中間報告が公表

される予定と伝えられています。

このうち住民意向調査は道民約1万 名が対

象とされ、地元3町 、十勝支庁管内、全道に

それぞれ約3分 の1つ つ調査票が配布 され、

7～8月 に行われました。当協会ではさっそ

くアンケー ト調査票を入手 し、内容 を検討 し

たところ、まことに公平を欠 くもので した。

この調査全体を流れる基調は、① 自分が住

む町の地域活性化の必要性を問い、②士幌高

原道路による地域活性化への期待を問い、③

道路建設に際 しての 自然環境対策のための費

用を問う、といった士幌高原道路の建設 を前

提 とし、これを有利に導 くような考え方に貫

かれています。その一方、士幌高原道路が自

然保護iの基本とどんな矛盾点を抱えいるのか、

わずかな距離 と時間の短縮でも、地域活性化

に役立つのか、といった士幌高原道路の推進

に不利になるような情報はいっさい与えず、

設問 もしていません。

こんな偏向 した調査を して、「道民の多 く

が士幌高原道路の建設を望んでいる」などと

いう結果が導かれたとしても、それはとうて

い認められるものではあ りません。これは、

いままで士幌高原道路を推進 してきた道職員

では、客観的な立場に立った時のアセスを実

施で きない、「身内による見直 し」の限界を

露呈 したものに他なりません。

士幌高原道路に関する時のアセスでは、もっ

と重要な検証すべ き基本事項がたくさんあ り

ます。そこで当協会、十勝 自然保護協会、北

海道 自然保護漣 合の3団 体は、9月8日 づけ

で知事あてに 「士幌高原道路 に関する基本問

題 を時のアセスで検証 し計画を撤回すること

の要望書」を提出し、「北海道 自然環境保全

指針」や 「林談話」 との関係など、士幌高原

道路の基本問題を第3者 の目で客観的に検証

し、その過程や根拠を情報公開するように求

めました。このときは道庁の関係する部課の

課長や参事が対応 して くれました。

さらに9月21日 には、時のアセスの最高責

任者である西村博司副知事に3団 体の代表が

面会 し、「士幌高原道路 に関わる時のアセス

を公正で厳格に行うことのお願い」をしまし

た。私たちが要望内容を説明すると西村副知

事は、「そのように理詰めでこられると、反

論の余地がありません、ご指摘のとおりです」

と率直にコメントして くれました。私たちの

主張が正論であることを、副知事 も認めて く

れたのです。これは大きな前進です。

しか し私たちの正論が、不当な政治力でね

じ伏せられて しまう懸念が残 ります。「無理

が通れば道理が引っ込む」ではな く、「道理

が通れば道路(士 幌高原道路)引 っ込む」で

あるよう、さらに力を合わせて頑張 りたいと

思います。(9月23日 記)
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ヒグ囁 動に紬 う 塙(理響
またヒグマ射殺の記事が8月24日 の夕刊 に載 りました。場所は小樽市塩谷地区、10日 前か ら

目撃 された り畑が荒 らされていたとのことである。その後26日 には同市長橋地区でも目撃され

た。同市の市街地への出没は数十年ぶ りとのこと6ヒ グマ出現時の対応は道内でも市町村によ

り慣れ、不慣れが大 きいのは事実で しょうが、根本的な所に誤 りが有るのではないで しょうか。

人間との共生 を考える場合に、野生動物に共通 して言えることは、人間の方が動物の縄張 り

に入っていっているのを認識する事、接触の場所 ・機会を減 らす事、餌付けをしないことが基

本ではないで しょうか。

行政の危機管理対策 も必要ですが、ヒグマを駆除の対象としてのみ考えるのではなく、共生

のノウハ ウを徹底する必要があると思います。冷夏の年にヒグマが人里へ近づきやすいことは、

北海道では常識であ り、キノコ採 り等で山へ入る際は注意をすること、食料やゴミを捨てない

ことは当然のことだと思いますが、JR塩 谷駅の山中に飼料が廃棄され数年前からヒグマがエ

サ場 としていた という記事を見ると、人間が ヒグマを呼び寄せていたとしか思えません。

ヒグマが市街地に出没したから対策 として駆除するという前 に情報を集め、分析 しノウハ ウ

を公開する、また、ヒグマのエサ となる物を放置 した人を調べて強 く注意を喚起する

事 も必要かと思います。その為に協会が出来ることを考えてみませんか。

(札幌市在住)

「時の アセス」で検証 すべ き もの 高畑 滋
(理 事)

士幌高原道の時のアセスが中間報告の段階を迎えようとしている。道で

は住民意識調査を行ったが、この道路ができるとどのような便益があるか

北 鐸
各地の

を聞いているにす ぎない。この道路の問題点は、国立公園特別地域に観光用自動車道路を通す

是非が問われているので、自然環境保全指針で自動車道路が認め られない区域であることがど

の程度知られているのか、高山植物が排気ガスや振動、騒音に弱いことを知っているか、 トン

ネルを通せない風穴地のことを知っているかなどが問われなければならない。世界遺産級の自

然保護地に自動車道路 を通すのには、あれば便利程度の理由は論外で、重大な私権が侵 される

か、人命の危険がある場合 にしか考えられない。道路が通 らなかった場合の弊害を聞 く設問が

ないのは、意識調査の結果が、時のアセズの判断材料 とはならないことを示 している。

(札幌市在住)

一6一



上 ノ国町 で採集 したナナ フシ,鋲 擁 解 内声純
(栗山町ファーブルの森ふれあいの里専門員)

ナナフシは、北海道では渡島管内の七飯町大沼周辺で発見されたのが最初の記録ではないか

と思 う。また未発表記録 も多いようで、渡島半島以外では三笠市での発見例がある。もちろん

生態 も不明な点が多 く、北海道では謎の昆虫である。

私も道南地域 にはたびたび各種の調査で訪れる機会が多いことから、直翅目や半翅 目の昆虫

類に注意をはらい、特にナナフシ類に興味があり、本種のホス ト(食 草)と なる可能性が高い

ケルクス(ミ ズナラ属)類 の新葉を出 している樹木には細心の注意をしていた。特に北海道を

北限とすると考えられる本種は渡島管内より年平均気温がやや高い檜山管内に広 く分布 してい

る可能性が高いと予想はしていたが、中々発見には至 らず、その捜索をすることす ら忘れかけ

ていた矢先の出来事であった。

1998年8月3日 、奥尻町でのエゾエノキ分布調査中、崖より滑落 した体を休めるため、江差

泊することとした。当日、小樽市在住の原俊二氏と落ち合い、翌 日は上 ノ国町を案内し

だいた。午前中は源流部、午後か らは人里周辺での調査を行ったが、偶然にも原氏のネッ

ナフシの幼虫がついているのではないか。私は慎重に足を折 らないようにフィルムケー

納め、どうかこの個体が雌であることを願い、栗山町ファーブルの森観察飼育舎で飼育

示することを決めた。現在飼育中で、各種の植物の食性実験 を行い、無事成虫が羽化。

現在産卵中です。(栗 山町在住)

●データ 採取地 北海道上ノ国町桂岡 採集者 原 俊二

ニ ユース

飼育地 栗山町ファーブルの森観察飼育舎

オジロワシと暮らす 金 澤 裕 司
(標津高校教諭)

我が家 は牧草地 に囲 まれている。牧草地 の周 囲にはち ょっと した林があ る。西別

川の河畔林 だった り、カラマ ツの人工林 だった り内容 は様 々である。 トドマツも数十本 まとまっ

て植 えられてい る。僕 たちが引 っ越 して くる よ りもずっ と以前 か らそ こはオジロワシの気 に入

りの場所 になっていた らしい。営巣 は していない ようで、巣 は見あ た らないが 、二羽 の成鳥が

毎 日のよ うにそ こに来ている。今 の ところ休み場所の ひとつ とい った感 じだが 、営巣 を始 めて

くれるこ とをち ょっ と期待 してい る。

実 は、僕 も妻 もそれぞれ一回ずつ彼 らか ら威嚇 され たことがあ った。牧草 を刈 った後の牧草

地は広々 と して気持 ちが良い。犬 の散歩 コース としては絶好で ある。つい ワシのい る所 に近づ

きす ぎた時、突然 ワシが急降下 して きて、頭 をかす める ように飛 び過 ぎて行 った。その迫力 は

ものす ごい。「あ っ、近づ きす ぎたの ネ。 ゴメン、ゴ メン」 こう言 って即 座 にそ こを離 れた も

の だった。

現代の牧草地 は機械作業 が主だか ら徒歩の人間がそ こに近づ くこ とは まず ない。おそ らく僕

たちが引 っ越 して くる よ り以前 には、人が近づ くことは全 くなか ったのだろ う。川に も海岸に

も近 く、道路 か らの距離 もあ り、手頃 な樹が生 えてい る。 ここの条件 は悪 くないはず だ。 オジ

ロワシの気 に入 って もらえるよう、これか らもそっ と見守 ってい きたいρ_ .
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ヨー ロッパの風 穴植生 を観て(そ の1)

当協会副会長 佐 藤 謙

※4月 よりスイス ・チ ュー リッヒに留学 しているの を機 にスイスだよ りを送 って もらい ま した。

ス イス滞在5ケ 月が過 ぎま した。北 海道 とは違 う植物 を観るため、 アルプスを中心 に夢 中 に

なって歩 き回ってお ります。3月 まで 「東 ヌプカ ウシ山の風穴植生」 に力 を注 いでいた ことな

ど、 まるで他人事の 、遠 い記憶 の ような気 が します。 この ような書 き出 しでは、運動の真 っ最

中 にお られる皆 さんに大 いに叱 られて しまうで しょう。 しか し、頭 の中で は常 に 「北海道 との

比較」 を強い られてお り、普段 の生 活 を含み 「ここは同 じ、 ここは違 う」 と、毎 日が比較の連

続です 。比較 を通 じて北 海道の 自然 や己 自身 を改めて知 るこ とがで きるのか も しれ ませ ん。 こ

こに 「ヨーロ ッパ の一 つの風 穴植生」 を紹介 し、簡単 な比較 を してみ ましょう。

4月 か ら5月 にかけ、 この1年 どの ように効率良 くこち らの植物 を観 るか、文献 を読み なが

ら山行計画 を立て ま した。真 夏には主 な専門の高 山植生 を研究 しなければな りませんので 、風

穴植生 の観察は6月 初旬 まで と9月 下旬か ら10月 としま した。 そのため、今 回はス イス ・ジュ

ラ山脈の クリュー ・ドゥ ・ヴァン(CreuxduVan、 最高標高1,465m)を 観 察 した だ けです

が 、その唯一の見聞記 をお伝え したい と思い ます。

この山の低 い標 高地 において岩塊堆 積斜面(風 穴地)に 高 山的な植生(風 穴植生)が ある こ

とは、すで にエー レンベル グの名著 「アルプスを含 む中欧 の植生」(初 版1963、 第5版1996)

に紹 介 されてお ります。それは、 ジー ンルイス ・リチ ャー ド(1961、1965)の 研究 に基づ いて

お りますので、それ らの文献 を携 えて 、6月9日 、初 めて現地 を訪 れる ことがで きま した。登

山路 を外れて風穴地帯 に入 り込む と面 白 くなって しまい、8時 間 も放 浪す るこ とにな りま した

(一 人歩 きだが ヒグマがい ないので何 よ りも安心で きる)。

ジュラ山脈で は1,500mを 超 える標高 まで ヨーロ ッパ ブナ林帯(山 地 帯 ・冷温 帯)に 当 た り

ますので 、この 山の岩塊堆積斜面で ない立地(環 境)に は元来の標高 ・気候 に応 じた普通の ヨー

ロッパ ブナ とヨーロ ッパモ ミが主 となる針広混交林 が見 られ ます。 この ように、こ こが亜高山

帯 や高 山帯 に達 して いないに もかか わ らず 、岩塊堆積斜 面 には亜高 山帯 ・亜寒帯 性 ヨー ロ ッパ

トウ ヒ林 と高 山帯 ・寒帯性低木群落(と もに風 穴植生)が 発達 してお ります。

前者の ヨーロ ッパ トウヒの高木林 は、林床 にコケモモ 、スギ カズラ、コスギ ラン、 ウサギ シ

ダ、 コミヤマカ タバ ミ、 コイチヤ クソウ、 ヒメマ イヅルソウ、 イワ ダレゴケ、 ダチ ョウゴケ、

ホソバ ミズ ゴケな どが見 られ、東 ヌプ カウシ山のアカエ ゾマツ(ト ウヒ属)の 高木林 と共通種

が多 く、全体の印象(相 観)も 非常 に良 く似 てお ります。

後者 の高山性 低木群落で は、 ヨーロ ッパ トウヒが1、2mの 高 さの綾樹 と して散在 し、その

下 に高山 ・亜高山1委小低木であ るチ ョウノスケ ソウ、ガ ンコウラン、 クロマ メノキ、コケモモ、

ス ノキ属の一種(エ ゾクロウスゴの近縁種)な どが密生 してお り、 さらに高 山草木類 の コスギ

ラン、 ムカゴ トラ ノオな ど、高 山性地衣類 のハナ ゴケ、エ イランタイなど、蘇苔類 の イワダレ
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ゴケ、タチハ イゴケ、オオ フサ ゴケ、 ダチ ョウゴケ、 ミズゴケ類(東 ヌプカウシ山にない種類)

な どが見 られ ます 。 この高山性低木群落 も東 ヌプカウシ山の風穴植生 を代表す るハ イマ ッ群落

と共通種が 多 く、相観 も非常 に良 く似てお ります 。

6月9日 、後者が発達す る岩塊問 に氷が見 え、10cmの 深 さの地温 、0.2℃ を測 定で き ま した。

既述 の リチ ャー ドは、すで に、同 じ標 高範囲 に成立す る風 穴地外の ヨーロ ッパブナ ・ヨーロ ッ

パモ ミ混交林 と風穴地 内の ヨーロ ッパ トウ ヒ林 お よび高 山性 低木群落の間 において温度環境 を

比較 し、記述の順序 で年平均 気温が低 くなる こと、高山性 低木群落 において夏季の最低地温が

最 も低 く、そ して地表面 お よび地中の最 高温 度 も最 も低い ことなどを明 らか に してお ります。

この ような低温環境 であるだけでは な く、 ミズゴケ類の 出現か ら温暖 な環境であ るこ とも想定

で き、風穴 地の特 徴は北 海 と同 じと言 えそ うです。

この ような岩塊堆 積斜面 は、山頂か ら比高100m余 りの垂直 な断崖直下 にあ り、標 高約1,300

～1 ,200mの 範囲の斜面下部 に見 られます。す なわち、そこが 地形 的 に崖錘 末端 部 に当た る こ

とは東 ヌプ カウシ山の場合 と全 く同 じです 。 また崖錘 の中で も北 東面に この風穴地が発達す る

ことは、過去の私の諸報告 の中です でに触 れてお り、同 じ状 況です。

ここが東 ヌプカウシ山 と異なるのは、地質が石灰岩質であ る点であ り、また東 ヌプカウシ山

で は火山噴 出、当地では崩壊 とい う堆 積 に至 る原因が違い ます。 しか しなが ら、結果 として岩

塊が堆積 した地形的特 徴 、冷風が吹 き出す局所気候 について は、全 く同 じだ と言 え ます。地質

の違 いは、既述 の高山植物の 中で東 ヌプカウシ山に見 られず ヨーロ ッパ で石灰岩植物 あ るいは

好 石灰岩 植物 と言われ るチ ョウ ノスケソウな どの出現 にわず かに反映 されてお ります。

後回 しに な りま したが 、この風穴地帯 は もちろん、貴重:な植物 保護 区 と して保存 されてお り

ます,、

東北 地方 の風 穴 植生 を ま とめ た佐 々木(1993)は 、 ス イスの他 にオー ス トリア に も風穴

(Wind.10echer)植 生 がある ことを報告 してお ります。 これ と既述の文献 を最初の手 がか りと

して、文献探 しを してみ ま した,、アルプ ス周 辺諸 国 に は他 に

も注 目されて きた風穴植生があ ることが分 か っ て き ま した。

次 の機会には、新 たな観察結果 を少 しで も多 くお伝 えで きれ

ば と考えてお ります,,9月 初旬 、最初 の ス イス便 りと して。
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記 事

北海道高山植物盗掘防止ネッ トワーク
理 事 大 館 和 広

近年 の登 山ブームの影響 なのか なん なのか 、各地で高 山植物が盗掘 の被害 にあってい る。今

年3月 には市 民 グループに よ り結成 され た盗掘防止 ネッ トワー クによ りシ ンポ ジウムが開催 さ

れ色 々な問題点が浮かび上が って きた。

もう15年 程前の ことになるが 、花 の名山 ・富 良野岳 で盗掘 してい る4人 組 に会 ったこ とが あ

る。問い詰め る と出来心 と言 い訳 したが 、持参 している道具 を見 る と花 を掘 るために登 って来

たこ とは明 らか だった。私が盗掘 の現場 に遭 ったの はこれだけだが 、盗掘跡 を見るのは登 山 を

して 日常的 とも言 えるほ どだ。

数年前 までは登 山道がな く、訪れ る人 など皆無 だった道北の 山は、頂 上 まで車道が通 った途

端 に、山頂 部 にあ る猫の額ほ どの小 さな湿原のお花畑が 、真新 しい盗掘の穴 だらけ になって し

まった。今 年7月 、4年 ぶ りに登 った大雪 山の五色 が原で、私 は言 葉 を失 った。登山道のす ぐ

脇 で数十か所の盗掘跡が無残 な姿 を さらしていたのだ。盗掘 の範囲 とそ の量 は多 く、複数 の人

間(プ ロ?)の 仕業であ るこ とが うかがえた、,おりしもその 日は道警 のヘ リコプ ターに よって

空か らの盗掘監視が行 われて お り、私の頭上 も飛 んで行 ったが 、 とて も実効性 のある方 法 とは

思 えなか った。

高 山植物(他 の植物 も含 めて)の 保護は、盗掘 をさせ ない とい う防止策 もさることなが ら、

流通 の問題 を きちん と規制 しなければ解決の道 は遠い 。 レッ ドリス トに記 載 されてい るような

植物 が平 気で売買 されている実態 をなん とか しなければな らない。更 に個 々人の山や 自然 に対

す る意識 も変 えていか なければ な らない と思 う。大雪 山国立公 園 にあ る登 山口の売店で 、高 山

植物 が売 られてい るの は(た とえ100パ ーセ ン ト種 か ら育てた と して も)何 処 かお か しい し、

礼 文 島の 島開 きに記念品 と してウスユ キ ソウ等 が配 られてい るの はや っぱ り変 だ と思 うのだ。

高 山植物の保護 は今 に始 まった ことではないが、市民 ネッ トワークが動 き始 めた ことで新 た

な方 向が示 された と言 えるだろ う。北海道高山植物盗掘防止 ネ ッ トワー クには協会 も参加 して

いるので、会員 の皆様 の協力 をお願い します。

「ツ クモ グサ 」

記 事 に 、1}:かれ て い ます が 、 当 協会 は北 海道

高 山植 物 盗 掘llノ∫止 ネ ッ トワー クに/川盟 し、 そ

の 運 営 委 員 会 に も参 加 す る こ とに しま した 。

ネ ッ トワ ー ク で は 、 盗 掘 防 止 ハ ン ドブ ックの

作 成 、盗 掘 実 態 調 査 等 の 活 動 を して い ます 。

盗掘 事例 を 見 た り聞 い た りされ た方 は 、ぜ ひ

情 報 をお よせ くだ さ い(新 聞 記事 、 コ ピー 、

葉 書 、 電 話 で もOK)。
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台風の置きみやげ一コシジロウミツバメ

毎年、9～10月 に病院に持ち込まれる野鳥がい

る。そのほとんどは、低気圧が通 り過 ぎた後に持

ち込まれたもので、海鳥にもかかわらず内陸で保

護 されることもある。台風5号 が通過 した翌日、

コシジロウ ミツバメ(全 身黒 く、腰の部分だけが

白い)が3羽 届けられた。次の日にも1晩 看護を

受けていた2羽 が届き、一度に5羽 の収容は初め

てのことで大忙 し。

近所の家から小型のタカ、ハイタカが届けられ

た。台風で雨が降る中、ずぶぬれになりながら網

にからんだこの鳥を助け出 したそうだ。自然に出

た行動とはいえ、心優 しい人達には頭が下がる思

いである。5羽 のウミツバメの うち、1羽 は片翼

を骨折 し翌 日死亡 した。4羽 は、元気 をとりもど

し標津の浜から飛び立って行ったが、無事に群れ

に帰ることができるだろうか。

♂ 、 ■

、

,!'%

、,二 ●辛'謝'ぐy興 、 晦艦
.

'ヤ ξ"争.や,、'

"!
・"亭}・ 、 ・'、冊 ノ'

この鳥は、"臭 い鳥"で 手で触れるとニオイが

こび り付き洗っても容易にはおちない。口の中か

ら液を出すそうだ。厚岸町の大黒島が集団繁殖地

の南限とされ、島には約100万 羽が生息 している

とも。島は横穴だらけで、メスが抱卵中、オスは

洋上ヘエサをとりに行 き、夜はいっせいの帰宅で

島中は実に騒 しくなる。低気圧に巻き込まれ、墜

落することのないよう願 う秋のこの頃である。

(中標津町在住)

筆者 は森田動 物病 院

(中標津町)の 院長 さん

で当協会の理事です。今

後 も楽 しいお話が続 きま

すのでご期待 ください。

㌔ 、 、,、 、響"簡 解 博",♂

,',・ 一'≧'二" ,

ナキウサギ裁判第9回 公判は7月16日(10時20

分～10時30分)、 第10回公判は9月17日(10時5

分～10時30分)に 開かれた。

裁判長が4月 に交代 したこともあ り弁論更新 と

いうことから、当該2回[頭 弁論で原告側より、

あらたに当該裁判で訴えたい準備書面 を4号 証と

して(合 計11号 証)裁 判所に提出しました。内容

は、①生物多様牲条約 と本件道路r事 の違法性、

② 自然保護法制と本件T事 の違法性、③ 自然公園

法 と本件工事の違法性、④本件道路建設による予

定地周辺の自然への影響で した。全国か ら訴訟代

理人として法廷に出席 した20名 の弁護士を代表し

て籠橋隆明原告代理人が、自ら取組んでいる諫早

湾干拓訴訟等にもふれながら、ナキウサギ裁判が

ムダな公共事業を争う訴訟の典型例 として全国的

に注 日と関心がもたれていること、全国的に道路、

(フ ィー ル ドガ イ ド ・日本 の 野 鳥 よ り)

創 ぞぐ'=響1二驚鍔驚際

河川、ダム等による自然破壊が急激に進み、開発

行為により絶滅にひん している野生生物は枚挙に

いとまがないこと、自然は高い公共性をもってい

るが自然それ自体自分では防衛することはできな

いこと、裁判所として自然の価値を認める賢明な

判断を期待 したいことなどを陳述 しました。

又、八木原告団長は9回 、10回 公判2回 にわた

り、被告(道 側)に 対 して、書面だけのや りとり

だけでは道の主張が傍聴人には理解できず、裁判

は広く道民傍聴者にも公開開示すべきであ り、口

頭でも説明すべ きである、道は行政の説明責任を

果たすべきでないかと強 く要望陳述 しました。

次回公判は、11月26日(木)13時10分 ～13時30

分まで、札幌地裁8階5号 法廷にて。

被告側から一切準備書面も提出されていません。
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活 動 日 誌

↑998年6月

6日 自然観察会(ウ トナ イ湖)

19日 ～21日 自然観 察指導員講i習会(千 歳市)

1998年7月

1日

4日

16日

16日

27日

28日

夏休み自然観察記録コンクール案内を

発送

理事会

ナキウサギ裁判

士幌高原道路問題三者協議会

千歳川流域治水対策検討委員会 「拡大

会議」

拡大常務理事会

1998年8月

11日

19日

22日

24日

24日

「士幌高原道路ニーズ調査」に対する

当協会の見解を記者発表

士幌高原道路問題三者協議会

拡大常務理事会

環境道民会議準備会に参加

「北方四島の野生生物」シンポ準備会

1998年9月

日

日

日

に
U

O
O

O
O

17日

19日

21日

北海道環境会議発足式に参加

士幌高原道路問題で道庁と折衝

「公共事業 フォーラム」

会 場 北海道教職員センター

参加者130名

ナキウサギ裁判

理事会

士幌高原道路問題で副知事 と折衝

要 望 書 な ど.

■1998年8月24口 北海道知事宛

オオワシなどの野生鳥獣の鉛中毒の発生防止対

策の強化を求める要望書

■1998年9月8日 北海道知事宛

十幌高原道路に関する基本問題を時のアセスで

検証 し計画を撤回することの要望書(三 団体共

同)

■1998年9月25日 西村副知事宛

時のアセスに関連 し副知事が士幌高原道路の予

定地を視察することの要望書(三 団体共同)

ニユース クリップ

自然保護のための民有地購入をめ ぐる動き

●7月1日 渡 り鳥の中継地で、サケがそ上

する河川が近 くを流れる宗谷管内枝幸町

内の山林355haを 保護iするため、 同町は

1日 、 この山林 を1億3,300万 円で購 入

することになった。(道 新)

(本誌 インタビュー参照)

●7月4日 林業 ・林産業を中心とした町づ

くりのため町有林の拡大を進めている上

川管内下川町は3日 、来年度か ら5力 年

で国有林860haを 約12億 円で買収す るこ

とを決めた。(道 新)

●7月22日 釧路湿原国立公園内の塘路湖に

面する民有地約115haを 、開発行為か ら

自然を守る目的で地元の釧路管内標茶町

が購入することが21日 、同町臨時議会で

決 まった。(道 新)

寄 ….贈

郷土学習シリーズ 「斜里海岸の自然」

斜里町立知床博物館
郷土学習シリーズ 「斜里 ・知床の近代化遺産」

斜里町立知床博物館
知床博物館研究報告第17～19集

斜里町立知床博物 館
ひが し大雪博物館研究報告第20号

上士幌町ひが し大雪博物館

「森 と川」講演集漁1、NQ2

「森と川」実行委員会

アジア ・オセアニア地域 における

ナショナル トラス ト

日本ナショナル トラス ト協会

'雪 だ
。る:ま 蕃 金 賢…∫.

高 橋 春 吉4,000円

板 垣 町 子5,000円

:疑:::;llll醤罪lil糞㍗難 ∵㌘ 鳥

匿 名1,000円
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あ ・ら6か ◎る ・と

1998年 自然保護学校開校のお知 らせ

当協会では、昨年に引 き続 き自然保護学校

を開校いた します。昨年は夜間のみでしたが、

昼間の開校を望む声 もおおく、今年は昼夜開

校することにいたしました。

私たちを取 り巻 く環境をよい状態に保つた

めに、自然をよく知 り、自然が大変大切であ

ることを理解 していただける内容で講座を組

み、講師を第1線 でご活躍の方々にお願いい

た しました。

スライ ド、OHPな どを使い、分か りやす

い内容 になりますので、たくさんの方々の参

加 をお待ちしてお ります。

1.会 場 北海道環境サ ポー トセ ンター ・

多 目的 ホール

(JR札 幌駅北 口か ら3分)

〒060-0807札 幌市北 区北7条 西5丁 目

札幌千 代 田ビル1FTELO11-707-9025

2.日 時 ・講師

昼 の 部(木)10:15か ら12:00

11月12日(木)開 校式 ・ 「身近 な 自然」

鮫島淳一郎(自 然保護学校校長 ・

自然環境研 究室 主宰)

19日(木)「 サ ケのお話」木村 義一

(前千歳サ ケのふ る さと館館 長)

26日(木)「 動物医の本音」森 田正 治

(道東野生動物保護iセンター長)

12月3日(木)「 環境 ホルモ ンと自然保護 」

神原昭子

(日本消費者連盟運営 委員)

10日(木)「 自然 を護iるため に」

俵 浩三

(当協会会 長 ・専修大学北 海道

短大教授)

閉校式 修 了証授与

夜 の 部(水)18:30か ら20:30

11月11日(水)開 校式 ・ 「身近 な自然」

鮫島惇一郎(自 然保護学校校長 ・

自然環境研究室主宰)

18日(水)「 動物医の本音」森田正治

(道 東野生動物保護セ ンター長)

25日(水)「 環境ホ ルモ ンと自然保護i」

神原昭子

(日 本消費者連盟運営委員)

12月2日(水)「 サケのお話」木村義一

(前 千歳サ ケのふ るさと館館長)

9日(水)「 移入動物 アライグマの

現状 」

池 田 透(北 大文学部助手)

16日(水)「 自然 を護iるため に」

俵 浩三

(当 協会会長 ・専修大学北海道

短大教授)

閉校式 修了証授 与

*事 情 に よ り講師の順序が変わ る事があ りま

す。

3.会 費 資料代 として

昼 の 部

一 般4
,000円 ・北海道 自然保護i協会員3,000円

学生2,000円

(い ずれ も第1回 目の受付時 に徴収)

夜 の 部

一般5
,000円 ・北海道 自然保護i協会員4,000円

学 生3,000円

(い ずれ も第1回 目の受付時 に徴収)

4.定 員 昼の部40名 夜の部40名

5.申 込方 法11月6日 まで に協会事務局 に

お 申 し込み ください。

TEL・FAXO11-251-5465
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*お 知 らせ コーナー*

シンポジウム ・エゾシ力狩猟を考える 自 然 観 察 会

共催:(財)世界自然保護基金日本委員会

後援:(財)日 本 自 然 保 護 協 会

近年、北海道ではエゾシカの増加による農林業

被害が大きな社会問題 となっています。

それに対 して北海道は、狩猟によってエゾシカ

の数を減らす方針をとっており、11月1日 から道

東地域を中心に狩猟が大幅に緩和 されます。確か

にエゾシカによる農林業被害は大きな問題ですが、

他方で狩猟の大幅拡大に対 してさまざまの意見や

生態系への影響 を懸念する声があることも事実で

す。そこで、このシンポジウムでは、エゾシカ狩

猟解禁を間近にひかえ、で きるだけいろいろの立

場の人をゲス トに招 き、エゾシカ狩猟を多角的に

議論 します

日 時:10月24日(土)18時 から20時30分

場 所:札 幌市女性センター

(中央区大通 り西19丁 目)

(地下鉄東西線西19丁 目下車5分)

基調報告:北 原 理 作

(野生動物研究家、当協会会員)

パネラー:庄 田 洋(札 幌猟友会)

森 田 正 治

(道東野生動物保護センター)

平 田 剛 士(フ リーライター)

草 刈 秀 紀

((財)世界自然保護基金日本委員会)

その他に会:場からの発言予定

※入場無料

11月14日(土)「 水鳥の識別 と渡りの様子を観察」

冬鳥として来るガン、カモ、ハクチ ョウを観

察、水鳥の違いを識別 しよう。

9時30分 ウトナイ湖畔集合、12時 解散

防寒着、図鑑、双眼鏡が必要です。

'繍 霊盲慕繍 萎陛
蒸…1謡

:樒綴 聯 義鵯嬢『1惣r繋

漸 槍1負 紐 ∴金
98年5月17日 か ら9月19日 迄

【A会員】 明野 宣子 北山 政人 木村 義一一

木村 要子 近藤 芳二 佐野 淳

鈴木 智保 谷口 寿光 中川 洋子

中原 直彦 橋本 節子 平澤 幸雄

舟橋 健 帆足 学 松山 俊実

宮崎 昌子 松田 利一 安河内佳乃

横内 泰美 渡邉 智子 竹内 慶子

原口 佳記 鹿嶋 直彦 中久保亮子

石川 浩子 馬場 宏 矢野欽一朗

門田 俊宏

【B会員】 松田 章子

【学生会則 青木 宏子 佐藤 藍子 中西真智子

会費納入のお願い

会費納入については日頃ご協力 をいただ

いてお りますが、未納の方は至急納入下さ

います ようお願いいたします。

個人A会 員4,000円

個人B会 員2,000円

(A会 員 と同一世帯の会員)

学生会員

団体会員1口

〔会費納入方法 〕

郵便振替口座

北 海道 銀 行 本 店(普 通)

札 幌 銀 行 本 店(普 通)

2,000円

15,000円

02710-7-4055

101444

418891

※ この紙は再生紙を使用 しています。
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